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衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
政
官
関
係
を
め
ぐ
る
外
務
省
の
認
識
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
し
、
別
紙
答
弁
書
を
送
付

す
る
。



衆
議
院
議
員
鈴
木
宗
男
君
提
出
政
官
関
係
を
め
ぐ
る
外
務
省
の
認
識
に
関
す
る
第
三
回
質
問
に
対
す
る
答
弁
書

一
に
つ
い
て

お
尋
ね
の
外
務
省
関
係
部
局
は
、
外
務
省
欧
亜
局
（
当
時
）
で
あ
り
、
お
尋
ね
の
時
期
の
外
務
省
欧
亜
局
の
責
任
者
は
、

西
村
六
善
欧
亜
局
長
で
あ
る
。

二
に
つ
い
て

御
指
摘
の
国
後
島
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
建
設
工
事
に
係
る
入
札
参
加
資
格
決
定
に
際
し
、
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
は
、

北
海
道
内
で
は
な
く
根
室
管
内
に
本
社
を
有
す
る
者
に
同
資
格
を
改
め
る
よ
う
外
務
省
職
員
に
求
め
る
な
ど
の
関
与
を
行
っ

た
と
承
知
し
て
い
る
。
外
務
省
と
し
て
は
、
こ
の
こ
と
が
社
会
通
念
上
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い

る
。

三
に
つ
い
て

御
指
摘
の
国
後
島
桟
橋
改
修
工
事
に
係
る
入
札
参
加
資
格
決
定
に
際
し
、
鈴
木
宗
男
衆
議
院
議
員
は
、
同
工
事
の
施
工
に

地
元
業
者
を
使
う
よ
う
外
務
省
職
員
と
支
援
委
員
会
事
務
局
職
員
に
強
く
要
望
す
る
な
ど
の
関
与
を
行
っ
た
と
承
知
し
て
い

る
。
外
務
省
と
し
て
は
、
こ
の
こ
と
が
社
会
通
念
上
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。

一



四
及
び
五
に
つ
い
て

御
指
摘
の
緊
急
避
難
所
兼
宿
泊
施
設
の
建
設
及
び
桟
橋
改
修
工
事
は
、
我
が
国
国
民
が
北
方
四
島
に
お
い
て
北
方
領
土
問

題
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
を
損
な
わ
な
い
形
で
一
定
の
活
動
を
行
う
た
め
に
設
定
さ
れ
て
い
る
日
露
間
の
枠
組
み
の
実
施

に
関
連
し
て
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
等
か
ら
、
北
方
領
土
問
題
に
関
す
る
我
が
国
の
立
場
を
損
な
う
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て

い
る
。

二


